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 「 有終の美を 」 
        ３年学年主任  榊田 和恵 
 
 学年末考査が終わり、卒業式まであと１ヶ月となりました。２月１日(水)からは家庭学
習期間に入ります。この期間は、新しい進路に向けての準備の時期です。進路が決定して
いる人は今のうちにしかできないこと（読書や家庭の手伝い、進路先で必要な学習）を中
心に取り組んでほしいと思います。進路がまだ決まっていない人にとっては、最後の追い
込みと勝負の時期です。苦しい時期ではありますが、補習や個別指導などを利用してしっ
かり対策をして臨んでほしいと思います。私たちも一緒に頑張ります。 
 ２月の登校日は 10日（金）、20日（月）、28日（火）です。10日は年金セミナー、就職
セミナー、20日は身だしなみ指導、28日は卒業式の予行を予定しており、３月１日（水）
の卒業式に向けての準備や練習も行います。卒業式は、子ども達にとっても、保護者の皆
様にとっても高校生活最後の大切な学校行事です。大切な人生の節目にふさわしいものに
なりますよう、学校全体で準備をしておりますので、皆様のご出席をお願いいたします。 
 最後になりますが、本校 PTA活動・教育活動に３年間ご協力くださり、本当にありがと
うございました。あと少しになりましたが、最後まで、ご家庭とも協力して、精一杯支援
したいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 「 『体験』を味方に 」 
        ２年学年主任  五味 むつみ 
 
 昨年のこの紙面で「『習慣』を味方に」と題して、「習慣化することの大切さ」について
書かせていただきました。あれからちょうど 1年。体力の衰えが気になっていた私はトレ
ーニングの習慣化にほぼ成功し、筋力を取り戻しつつあります(笑)。それはともかく、気
になるのは皆さんの学習習慣の状況です。昨年に比べて、毎日の家庭生活における「学
習」が少しでも定着してきていることを期待しています。 
 さて、２年生も残りわずかとなりました。依然としてコロナ終息には至っていません
が、今年度２年生の皆さんは、有り難いことにいくつかの校外学習を体験することができ
ました。1学期には地元の紙関連企業を学年全員で見学し、改めて地域が誇る紙産業の歴
史や現状について知ることができました。２学期には２年ぶりの修学旅行を満喫したり、
インターンシップで様々な職業に触れたりすることができました。こうした一つ一つの
「体験」によって、皆さんは何かを感じたり考えたりする機会を得ています。そして、そ
の機会が多ければ多いほど、発想や視野は広がっていくはずです。 
 「かわいい子には旅をさせよ」と言います。これは、「旅先での困難や苦労が人間を大き
く成長させる」という考え方によるものです。昔の「旅」は、現代の「旅行」とは全く異
なり、命の危険を伴う過酷なものでした。学校生活における様々な「体験」は、もちろん
安全であることが前提ですが、いつの時代でも生きていくうえで多くの体験が役に立つこ
とは間違いありません。私たちは、生きているだけで日々何かを体験しています。うれし
い体験も苦い体験も、糧となります。まずは、そのことに意識を向けてほしい。「自覚的な
体験」が増えれば、その体験から得られるものも違ってくるはずです。これからの高校生
活で、皆さんが多くの体験を積んで成長してくれることを願っています。 
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 「 オンリーワンには誰でもなれる 」 
        １年学年主任  岡田 大志 
 
 １年生の皆さんが入学してから早 10か月が経過しました。この期間、勉強や部活動に一
生懸命に打ち込んできたでしょうか？あるいは高校生活が思うようにいかず、つい怠けて
だらだらと生活してしまっていたでしょうか？今私が皆さんにお願いしたいのは、勉強や
部活動を頑張ることはもちろんですが、もっと広い視野をもって、色々なことに挑戦して
ほしいということです。 
 よく、「自分に自信がない。自分には何もない。」と自己否定する人を見かけますが、自
信というのは挑戦と失敗の繰り返しの中から、僅かな成功を手にしたときに得られるもの
です。そして、挑戦というのは何も大げさなものではなく、例えばボランティアに参加し

てみる、英検に挑戦してみる…等日常にありふれたもので構いません。それらの小さな経
験が集まり、次の大きな挑戦につながり、やがて確固たる自信を生み出します。 
 沢山の経験があれば、オンリーワンの存在に誰でもなれるのです。１つあたりが例え
100人に一人のありきたりな経験だったとしても、それを３つ兼ね備えていれば 
（1/100）3 で 100万人に一人の存在になれます。若いうちから「あれはやってもしょうが
ない。あれは無駄だ。」などと言わずに、高校在学中に多くの挑戦を楽しんでほしいと思い
ます。「役に立たない経験」の結晶が、いつの間にかあなたを稀有な存在に成長させてくれ
るでしょう。 

 

 

 

 


